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キヤッセ羽生 「四季の丘の彩」

今年は市制施行 65 周年！

令和元年８月18日（日）　午前10時～

小学生とその保護者

※詳細は、
　市議会ホームページをご覧ください。

日 時

対 象

親子市議会体験ツアー
夏休み

を開催します！
〜夏休みに親子で議会を

楽しく学ぼう！〜



羽生市 ぎ か い だ よ り （２）

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
常
日
頃

か
ら
、市
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
去
る
５
月
15
日
に

開
か
れ
ま
し
た
改
選
後
初
め
て
の

臨
時
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、議
長
・

副
議
長
の
要
職
を
務
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
り

ま
し
て
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る

と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
使

命
の
大
き
さ
と
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
羽
生
市
は
本
年
９
月
１

日
に
市
制
施
行
65
年
を
迎
え
、
節

目
の
年
と
な
り
ま
す
。
市
の
将
来

都
市
像
で
あ
る
「
誰
も
が
幸
せ
を

感
じ
る
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

羽
生
」
実
現
の
た
め
、
土
地
区
画

整
理
地
内
の
企
業
誘
致
や
県
企
業

局
を
介
し
た
産
業
団
地
を
進
展

し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
着
実

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
、厳
し
さ
を
増
し
、少
子
高

齢
化
対
策
や
、子
育
て
支
援
の
推

進
な
ど
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
機
関
と
し
て
、
そ
の
機
能

と
役
割
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
市
議
会
と
し
て
も
、
議

員
一
丸
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

や
行
政
と
連
携
・
協
力
し
、
羽
生

市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
改
革
を
積
極
的
に

推
進
し
、
さ
ら
な
る
議
会
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
運

営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
各
会
派

の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
議
長
の
諮

問
に
よ
り
効
率
的
か
つ
円
滑
な
議

会
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

委
員
長　
　

斉
藤　
　

隆
議
員

副
委
員
長　
　

柳
沢　
　

暁
議
員

委　
　

員　
　

丑
久
保
恒
行
議
員

　
　
　
　
　
　

保
泉　

和
正
議
員

　
　
　
　
　
　

江
原　

博
之
議
員

　

常
任
委
員
会
は
、
本
会
議
に
お

い
て
付
託
さ
れ
る
議
案
、
請
願
等

を
詳
し
く
審
査
す
る
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

羽
生
市
議
会
で
は
、
総
務
文
教

委
員
会
と
都
市
民
生
委
員
会
の
２

委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
各

議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
い
ず
れ
か
の
常

任
委
員
会
に
所
属
す
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
委
員
会
所
属
議
員
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

改
選
後
、
初
め
て
の
市
議
会
と
な
る
令
和
元
年
第
１
回
臨
時
羽
生

市
議
会
は
、
５
月
15
日
に
新
議
員
14
名
に
よ
り
、
会
期
１
日
間
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
市
議
会
で
は
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
は
じ
め
、
各
常
任

委
員
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
、
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

等
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
市
長
か
ら
は
、
専
決
処
分
事
件
の
報
告
、
工
事
請
負
契
約
の

締
結
及
び
監
査
委
員
の
同
意
を
求
め
る
議
案
な
ど
７
議
案
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

市議会開かれる
正副議長など議会人事決まる

議　　長
島村　　勉

副 議 長
中島　直樹

正
副
議
長
の
就
任
あ
い
さ
つ

議
会
運
営
委
員
会
委
員
を

選
任

各
常
任
委
員
会
の

委
員
構
成
決
ま
る

改選後
初めての
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総
務
文
教
委
員
会

都
市
民
生
委
員
会

　

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
た
峯

嵜
貴
生
前
監
査
委
員
の
任
期
が
、

市
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

４
月
29
日
に
満
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
に
保
泉
和
正

議
員
を
監
査
委
員
に
選
任
し
た
い

と
し
て
、
市
長
か
ら
同
意
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
同
議
員
を
適
任
と

認
め
同
意
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
第
１
回
臨
時
議
会
に
お
い
て

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

の
補
欠
選
挙
を
行
い
、
指
名
推
選

に
よ
り
島
村
勉
議
長
が
同
組
合
議

会
議
員
に
当
選
し
ま
し
た
。

【
所
管
事
項
】

【
所
管
事
項
】

　

一
般
会
計
の
う
ち
歳
入
に
関

す
る
事
項
、
総
務
部
、
企
画
財

務
部
、
経
済
環
境
部
、
工
事
検

査
課
、
会
計
課
、
教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員

事
務
局
、
公
平
委
員
会
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
、
農
業

委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事

項
、
そ
の
他
都
市
民
生
委
員
会

に
属
さ
な
い
事
項

　

市
民
福
祉
部
、福
祉
事
務
所
、

ま
ち
づ
く
り
部
、
消
防
本
部
の

所
管
に
関
す
る
事
項

委 員 長

峯
みね

嵜
ざき

　貴
たか

生
お

上村君 405

副委員長

野
の

中
なか

　一
かず

城
しろ

東 3-30-13

委　　員

丑
うし

久
く

保
ぼ

恒
つね

行
ゆき

上新郷 128

委　　員

中
なか

島
じま

　直
なお

樹
き

南羽生 4-17-2

委　　員

西
にし

山
やま

　丈
たけ

由
よし

与兵エ新田 28

委　　員

斉
さい

藤
とう

万
ま

紀
き

子
こ

発戸 448

委 員 長

松
まつ

本
もと

　敏
とし

夫
お

下岩瀬 825-2

副委員長

新
あら

井
い

　貫
かん

司
じ

中央 4-4-19

委　　員

斉
さい

藤
とう

　　隆
たかし

東 1-3-55

委　　員

保
ほ

泉
ずみ

　和
かず

正
まさ

藤井上組 485

委　　員

柳
やなぎ

沢
さわ

　　暁
あきら

南羽生1-16-3

委　　員

増
ます

田
だ

　敏
とし

雄
お

下手子林 977

委　　員

江
え

原
はら

　博
ひろ

之
ゆき

加羽ケ崎 83-1

委　　員

島
しま

村
むら

　　勉
つとむ

北2-3-30

保
泉
和
正
議
員
を

監
査
委
員
に
選
任

埼
玉
県

都
市
競
艇
組
合
議
会
の

議
員
決
ま
る
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国
の
平
成
31
年
度
予
算
は
、
10

月
の
消
費
税
増
税
に
備
え
る
た
め

の
景
気
対
策
を
盛
り
込
み
、
更
に

少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費

が
膨
ら
ん
だ
こ
と
に
加
え
、
防
衛

費
も
増
大
し
、
一
般
会
計
総
額
で

１
０
１
兆
４
，５
７
１
億
円
と
過

去
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
羽
生
市
に
お
い
て
は
、

社
会
保
障
を
始
め
と
す
る
扶
助
費

な
ど
の
経
常
的
経
費
や
、
公
共
施

設
の
修
繕
費
な
ど
の
臨
時
的
経
費

が
増
加
し
、
財
政
を
圧
迫
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
事
業
の
選

択
、
費
用
対
効
果
を
精
査
し
、
限

ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に

努
め
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
環
境
の

中
で
の
市
政
経
営
と
な
り
ま
す

が
、
市
民
生
活
の
安
定
と
活
力
あ

る
羽
生
市
を
築
く
た
め
、
市
政
運

営
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
羽
生
市
一
般
会
計

予
算
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

４
億
６
，
０
０
０
万
円
の
増
額
と

な
る
１
８
０
億
７
，
０
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
６
次
羽
生
市
総
合
振
興
計
画

の
２
年
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
羽

生
市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
誰

も
が
幸
せ
を
感
じ
る
、
住
み
続
け

た
い
ま
ち　

羽
生
」
の
実
現
を
目

指
し
て
、
次
の
よ
う
な
実
効
性
の

あ
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

市政に対する考えを述べる
河田市長

平成31年度の市政運営はこのように
《誰もが幸せを感じる、住み続けたいまち 羽生》の実現に向けて

　

平
成
31
年
３
月
議
会
は
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
の
24
日

間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
を
は

じ
め
と
す
る
26
議
案
が
提
出
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
田
市
長
は
、
今
期
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
31
年
度
の

市
政
運
営
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

市
政
運
営
方
針

　

第
６
次
羽
生
市
総
合
振
興
計
画

に
掲
げ
た
８
つ
の
政
策
に
基
づ
い

て
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
政
策
１　
協
働
・
文
化

　

市
制
施
行
65
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
記
念
事
業
の
実
施
や
、
岩

瀬
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
ウ
ン
構
想
に
基

づ
く
世
界
と
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く

り
等
を
行
い
ま
す
。

◎
政
策
２　
子
育
て
・
教
育

　

妊
産
婦
や
子
育
て
世
代
へ
の
継

続
し
た
支
援
を
行
う
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
、

外
国
語
活
動
・
外
国
語
の
充
実
を

図
る
た
め
市
内
全
小
中
学
校
に
Ａ

Ｌ
Ｔ
１
人
ず
つ
の
常
駐
配
置
等
を

行
い
ま
す
。

◎
政
策
３　
福
祉
・
健
康

　

高
齢
者
の
体
力
の
維
持
・
向
上

の
た
め
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
の

推
進
や
、生
活
習
慣
病
予
防
対
策
、

定
期
予
防
接
種
、
が
ん
検
診
の
実

施
等
を
行
い
ま
す
。

◎
政
策
４　
安
全
・
安
心

　

市
街
地
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
羽
生
南
小
学
校
校
庭
貯
留

工
事
の
実
施
や
、
通
学
路
の
安
全

対
策
の
た
め
拡
幅
整
備
や
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
新
設
等
を
行
い
ま
す
。

◎
政
策
５　
産
業
・
雇
用

　

羽
生
水
郷
公
園
南
側
エ
リ
ア
に

観
光
農
園
を
核
と
す
る
農
業
団
地

の
実
現
の
た
め
、
羽
生
市
観
光
農

園
等
基
本
構
想
の
推
進
や
、
世
界

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
さ
み
っ
と
in
羽
生

な
ど
の
観
光
施
策
の
充
実
等
を
行

い
ま
す
。

◎
政
策
６　
都
市
基
盤

　

岩
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お

け
る
商
業
施
設
用
地
、住
宅
用
地
、

道
路
、
水
路
、
調
整
池
な
ど
の
整

備
や
、
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
、

通
学
路
の
安
全
対
策
、
地
区
要
望

道
路
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

◎
政
策
７　
生
活
環
境

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
や
汚
泥
再
生
処

理
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
改
修
と
維

持
管
理
や
、
平
成
32
年
度
か
ら
の

下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法

一
部
適
用
に
向
け
て
の
準
備
等
を

行
い
ま
す
。

◎
政
策
８　
行
政
経
営

　

第
６
次
行
政
改
革
大
綱
・
前
期

行
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
着
実
な

実
施
に
向
け
た
進
行
管
理
や
、
公

共
施
設
等
の
適
切
な
維
持
管
理
の

実
施
等
を
行
い
ま
す
。

第
６
次
羽
生
市
総
合
振
興
計
画

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

３月定例市議会開く



羽生市 ぎ か い だ よ り（５）

http://smart.discussvision.
net/smart/hanyu/

議会インターネット
中継をご利用ください。

こちらの
ＱＲコードからも
アクセスできます。→

・
質
問　

次
の
点
を
伺
う
。

①
敬
老
会
で
の
顕
彰
の
状
況
及
び

対
象
者
の
出
席
率
に
つ
い
て

②
記
念
品
に
つ
い
て

③
健
康
寿
命
維
持
高
齢
者
の
顕
彰

制
度
構
築
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て

④
各
種
社
会
保
障
制
度
に
依
存
し

て
い
な
い
元
気
な
高
齢
者
を
顕
彰

す
る
こ
と
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

①
②
平
成
30
年
度
の
敬
老
会
出
席

率
は
、
最
も
高
い
川
俣
地
区
が
48
・

７
％
、
最
も
少
な
い
羽
生
地
区
が

６・
６
％
、
全
10
会
場
の
平
均
が

15
・
３
％
で
あ
っ
た
。

　

表
彰
及
び
記
念
品
の
内
容
は
、

百
歳
の
方
へ
は
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
の
祝
状
と
銀
杯
、
99
歳
以
上
の

方
及
び
88
歳
の
方
へ
は
緑
茶
詰
め

合
わ
せ
、
75
歳
以
上
の
方
へ
は
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル
を
贈
呈
し
て
い
る
。

ま
た
、
プ
ラ
チ
ナ
婚
夫
婦
へ
は
市

長
か
ら
の
慶
祝
状
と
ガ
ラ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

へ
は
慶
祝
状
と
三
重
金
杯
、
金
婚

夫
婦
へ
は
慶
祝
状
と
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
、
そ
の
ほ
か
、
寝
た
き
り
や

障
が
い
の
あ
る
高
齢
者
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
方
を
敬
老
模
範
家

庭
と
し
て
、
表
彰
状
と
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
付
き
置
時
計
を
贈
呈
し
て

い
る
。
記
念
品
の
内
容
は
、
今
後

も
社
会
福
祉
協
議
会
支
部
長
会
議

で
検
討
い
た
だ
き
、
対
象
者
に
と

っ
て
よ
り
良
い
も
の
を
贈
呈
す
る

事
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き

た
い
。

③
④
社
会
保
障
制
度
を
利
用
し
な

い
で
健
康
を
維
持
し
て
い
る
高
齢

者
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
、
健
康
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に

は
社
会
保
障
費
の
軽
減
に
も
寄
与

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、

高
齢
者
は
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
で

医
療
や
介
護
の
リ
ス
ク
は
高
ま
り
、

加
え
て
顕
彰
等
を
行
う
こ
と
で
、

必
要
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
な
ど

の
利
用
控
え
に
つ
な
が
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
や
各
種
社
会
保
障
に
依

存
し
な
い
方
を
顕
彰
す
る
の
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
健
康
意

識
の
向
上
や
健
康
維
持
、
秩
序
予

防
の
取
り
組
み
に
対
し
て
応
援
や

支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
ト
の
現
状
と

安
全
対
策
に
つ
い
て

　
「
羽
生
市
ぎ
か
い
だ
よ
り
」
は
、

毎
年
４
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
ご

と
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に

わ
た
っ
て
内
容
を
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
羽
生
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

羽
生
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
市
議
会
の
概
要
を
は
じ
め
、

定
例
会
や
臨
時
会
の
本
会
議
で
行

わ
れ
た
一
般
質
問
や
議
案
質
疑
の

内
容
、
政
務
活
動
費
の
収
支
報
告

一
覧
な
ど
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

一
般
質
問
は
、
提
出
議
案
以
外
で
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
に
向
か
っ
て
の
方
針
な
ど
を
執
行
部
に
問
う
も
の
で
す
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
３
月
５
日
、
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
９
人
の
議

員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市政に
対する

そこが…
聞きたい一般質問

敬
老
会
に
お
け
る顕彰

に
つ
い
て

永
沼 

正
人 

議
員

❖ 羽生市議会のホームページを開設しています。羽生市のホームページからアクセスできます。 羽生市議会 検 索

議
会
の
詳
細
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ど
う
ぞ



羽生市 ぎ か い だ よ り （６）

・
質
問　

次
の
点
を
伺
う
。

①
ペ
ッ
ト
火
葬
の
市
に
対
す
る
要

望
件
数
に
つ
い
て

②
市
の
ペ
ッ
ト
火
葬
施
設
建
設
の

方
向
性
に
つ
い
て

③
民
間
の
ペ
ッ
ト
火
葬
施
設
建
設

の
許
可
に
関
す
る
規
制
緩
和
に
つ

い
て

・
答
弁
（
経
済
環
境
部
長
）

①
市
民
か
ら
の
年
間
問
い
合
わ
せ

件
数
は
10
件
程
度
で
、
内
容
と
し

て
は
、
死
亡
し
た
ペ
ッ
ト
の
処
分

方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。

②
羽
生
市
の
斎
場
で
は
、
３
基
の

火
葬
炉
が
稼
働
し
て
い
る
が
、
１

基
を
動
物
専
用
の
炉
に
す
る
と
、

斎
場
の
運
営
に
大
き
な
支
障
が
生

じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。ま
た
、

新
た
に
ペ
ッ
ト
火
葬
施
設
を
設
置

す
る
に
は
、設
置
場
所
や
建
設
費
、

管
理
運
営
費
な
ど
の
問
題
が
あ
る

た
め
、
現
状
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

③
羽
生
市
で
は
「
羽
生
市
ペ
ッ
ト

霊
園
の
設
置
の
基
準
等
に
関
す
る

条
例
」
第
４
条
に
お
い
て
「
ペ
ッ

ト
霊
園
が
ペ
ッ
ト
焼
却
炉
を
有
す

る
と
き
は
許
可
を
し
て
は
な
ら
な

い
」と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

平
成
21
年
の
制
定
当
時
、
周
辺
住

民
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
、
各

地
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
経
緯
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
も
の
と
判
断
し

た
結
果
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
４
月
現
在
、
県
内
40

市
町
で
ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
等
が
制
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
羽
生
市
を
含
む

３
市
は
、
焼
却
炉
を
持
つ
ペ
ッ
ト

霊
園
は
許
可
で
き
な
い
と
規
定
し

て
い
る
が
、
羽
生
市
以
外
の
２
市

は
公
営
の
動
物
火
葬
炉
を
有
し
て

い
る
。

　

社
会
状
況
が
条
例
制
定
時
か
ら

大
き
く
変
化
し
て
い
る
可
能
性
も

あ
り
、
民
間
の
動
物
用
火
葬
炉
を

設
置
し
て
い
る
他
の
自
治
体
の
状

況
を
調
査
す
る
な
ど
、
慎
重
を
期

し
た
う
え
で
規
定
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
羽
生
市
の
学
力
向
上
に
つ
い
て

・
質
問　

次
の
点
を
伺
う
。

①
ト
イ
レ
洋
式
化
の
現
状
に
対
す

る
見
解
に
つ
い
て

②
ト
イ
レ
の
洋
式
化
改
修
に
年
次

計
画
を
立
て
取
り
組
む
考
え
が
あ

る
の
か
に
つ
い
て

・
答
弁
（
学
校
教
育
部
長
）

①
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
老
朽
化

し
た
校
舎
の
大
規
模
改
修
に
合
わ

せ
て
進
め
て
い
る
。
小
中
学
校
の

ト
イ
レ
洋
式
化
率
は
、
男
子
ト
イ

レ
は
52
・
１
％
、
女
子
ト
イ
レ
は

便
器
の
数
が
男
子
よ
り
多
い
た
め

44
・
８
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
羽
生
南
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
大
規
模
改
修
工
事
の
際
に
、

洋
式
便
器
を
ゼ
ロ
か
ら
男
女
８
ヶ

所
ず
つ
増
や
し
て
お
り
、
洋
式
化

率
は
、
男
子
ト
イ
レ
61
・
５
％
、

女
子
ト
イ
レ
34
・
７
％
と
な
っ
て

い
る
。
家
庭
の
ト
イ
レ
の
ほ
と
ん

ど
が
洋
式
で
あ
る
こ
と
や
災
害
時

に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
な

ど
を
考
え
る
と
、
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

②
羽
生
市
で
は
、
地
震
の
際
の
二

次
被
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、

小
中
学
校
体
育
館
の
「
非
構
造
部

材
の
耐
震
対
策
」
を
順
次
進
め
て

い
る
。
小
中
学
校
全
14
校
中
10
校

で
完
了
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
全

校
で
完
了
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
後
、
校
舎
の
大
規
模
改
修
工
事

を
順
次
行
い
、
そ
の
中
で
ト
イ
レ

の
全
面
改
修
を
実
施
し
て
、
洋
式

化
を
進
め
て
い
く
。
ト
イ
レ
の
改

修
は
、
ト
イ
レ
の
み
の
改
修
に
対

し
校
舎
全
体
の
改
修
の
方
が
工
事

上
の
手
戻
り
も
な
く
、
経
費
面
で

有
利
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
大

規
模
改
修
工
事
の
実
施
と
と
も

に
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
推
進
し

て
い
く
。
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
他
の
公
共
施
設
の
改
修
計
画

と
も
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
工
業
団
地
内
市
道
の
照
明
に
つ

い
て

・
北
部
幹
線
開
通
後
に
危
険
が
懸

念
さ
れ
る
交
差
点
等
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
の
火
葬
施
設
に
つ
い
て

市
内
小
中
学
校
の
校
舎
内
ト
イ
レ
の

洋
式
化
改
修
に
つ
い
て

野
中 

一
城 

議
員

本
田　

裕 

議
員

小学校の洋式トイレ



羽生市 ぎ か い だ よ り（７）

・
質
問　

小
中
学
校
に
お
け
る
水

泳
授
業
の
民
間
委
託
や
夏
季
解
放

時
の
管
理
・
運
営
に
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
な
ど
、
各
地
で
官
民

連
携
の
取
り
組
み
が
増
え
て
い
る
。

　

授
業
の
質
の
向
上
や
教
員
の
負

担
軽
減
、
公
共
施
設
の
持
続
的
な

維
持
管
理
の
観
点
か
ら
、
羽
生
市

の
水
泳
授
業
の
今
後
に
つ
い
て
見

解
を
伺
う
。

①
水
泳
授
業
及
び
プ
ー
ル
施
設
の

現
状
に
つ
い
て

②
民
間
委
託
へ
の
見
解
に
つ
い
て

・
答
弁
（
学
校
教
育
部
長
）

①
平
成
30
年
度
の
水
泳
授
業
は
、

６
月
中
旬
か
ら
８
月
初
旬
ま
で
の

期
間
に
、
小
学
校
が
平
均
28
日
、

中
学
校
が
平
均
15
日
の
実
施
で
あ

っ
た
。
実
施
日
数
は
約
２
カ
月
半

の
期
間
に
対
し
決
し
て
多
く
な

く
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が

大
き
い
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
参

加
率
は
、
授
業
で
は
、
小
学
校
が

平
均
91
％
、
中
学
校
が
平
均
81
％

で
あ
る
が
、夏
休
み
期
間
中
で
は
、

小
学
校
が
平
均
56
％
、
中
学
校
が

平
均
６
％
で
あ
っ
た
。

　

プ
ー
ル
施
設
は
、
全
14
施
設
中

８
施
設
が
設
置
後
30
年
を
超
え
て

お
り
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

施
設
の
使
用
と
維
持
管
理
に
は
、

修
繕
料
や
水
道
料
、
点
検
委
託
料

等
の
費
用
を
要
し
、そ
の
金
額
は
、

年
間
で
１
校
当
た
り
平
均
約
83
万

円
程
度
で
あ
る
。

②
民
間
委
託
に
よ
り
屋
内
の
プ
ー

ル
が
利
用
で
き
れ
ば
、
天
気
や
気

温
、
水
温
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

な
く
計
画
通
り
に
授
業
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
専
門

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
泳
力

の
向
上
も
期
待
で
き
、
か
つ
安
全

の
確
保
に
つ
い
て
も
教
職
員
の
負

担
が
軽
減
で
き
る
な
ど
、
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
各
校
の
児
童

生
徒
数
や
プ
ー
ル
施
設
の
状
況
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
民
間
委
託

を
含
め
た
こ
れ
か
ら
の
水
泳
授
業

の
実
施
方
法
と
プ
ー
ル
施
設
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

・
質
問　

次
の
点
を
伺
う
。

①
導
入
し
た
場
合
の
経
費
に
つ
い
て

②
特
別
交
付
税
の
割
合
と
市
の
負

担
に
つ
い
て

③
導
入
の
見
解
に
つ
い
て

④
あ
い
・
あ
い
バ
ス
の
停
留
所
毎

の
利
用
実
態
に
つ
い
て

⑤
あ
い・
あ
い
バ
ス
の
運
行
改
善
と

デ
マ
ン
ド
交
通
の
併
用
に
つ
い
て

・
答
弁
（
総
務
部
長
）

①
初
期
投
資
費
用
が
約
６
７
０
万

円
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
５
日

間
に
１
日
10
時
間
運
行
し
た
場

合
、
年
間
約
３
，２
３
０
万
円
の

経
費
が
か
か
る
。
利
用
者
負
担
分

の
運
賃
を
差
し
引
い
た
額
が
羽
生

市
の
負
担
額
と
な
る
。

②
特
別
交
付
税
の
割
合
は
、
路
線

運
行
の
維
持
の
た
め
に
市
が
補
助

す
る
額
の
80
％
で
あ
る
。
平
成
30

年
度
は
、
あ
い
・
あ
い
バ
ス
運
行

補
助
金
の
80
％
で
あ
る
約
１
，７ 

４
４
万
円
が
交
付
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。
差
引
額
の
約
５
７
４
万

円
が
市
の
負
担
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

③
高
齢
者
の
健
康
や
生
活
を
維
持

し
つ
つ
、
交
通
弱
者
の
交
通
手
段

の
確
保
の
た
め
、
先
進
事
例
を
参

考
に
よ
り
良
い
交
通
方
法
を
調
査

研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

④
調
査
し
た
結
果
、
乗
降
者
数
が

最
も
多
い
の
は
、
市
役
所
や
羽
生

駅
で
、
次
い
で
南
羽
生
駅
や
地
域

の
公
民
館
、
集
会
所
、
病
院
や
医

院
に
近
い
停
留
所
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
乗
降
者
が
午
前
中
だ
け
多

い
停
留
所
や
午
後
だ
け
多
い
停
留

所
も
あ
っ
た
。

⑤
あ
い
・
あ
い
バ
ス
は
、
交
通
弱

者
の
身
近
な
交
通
手
段
と
し
て
大

変
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
治
会
や

利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
適
宜

改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
ま

た
、
併
用
方
式
は
、
財
政
負
担
が

増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、慎
重
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
民
や
当
市
に
と
っ
て
最
も
良
い

方
法
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て

水
泳
授
業
の

　
　
　

民
間
委
託
に
つ
い
て

峯
嵜 

貴
生 

議
員

あ
い・
あ
い
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
改
善
と

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

柳
沢　

暁 

議
員

小学校のプール



羽生市 ぎ か い だ よ り （８）

・
質
問　

北
部
幹
線
の
着
工
か
ら

約
10
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
未

だ
先
行
き
が
見
え
て
こ
な
い
状
況

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ

い
て
伺
う
。

①
北
部
幹
線
の
開
通
時
期
に
つ
い
て

②
北
部
幹
線
下
踏
切
の
閉
鎖
に
つ

い
て

・
答
弁
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

①
事
業
主
体
で
あ
る
埼
玉
県
行
田

県
土
整
備
事
務
所
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
現
段
階
で
は
、
明
確
な
完

成
年
度
は
い
え
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
立

体
交
差
部
の
工
事
に
つ
い
て
、
東

武
鉄
道
な
ど
の
関
係
機
関
と
、
今

後
協
議
が
必
要
な
た
め
で
あ
る
。

②
北
部
幹
線
は
現
在
東
武
伊
勢

崎
線
の
上
部
に
陸
橋
を
架
け
る
計

画
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

東
武
鉄
道
で
は
、
事
故
等
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
、
鉄
道
と
平
面

で
交
差
す
る
踏
切
道
を
減
ら
し
た

い
と
い
う
意
向
が
あ
る
。
埼
玉
県

と
の
協
議
の
中
で
、
県
が
陸
橋
を

新
設
す
る
に
は
、
北
部
幹
線
下
の

踏
切
を
閉
鎖
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
踏
切
道
は
通
学

路
に
も
指
定
さ
れ
、
防
災
上
も
地

域
の
皆
さ
ま
の
避
難
路
と
し
て
活

用
さ
れ
る
重
要
な
生
活
道
路
で
あ

る
。
一
方
、
北
部
幹
線
は
主
要
地

方
道
と
い
う
広
域
的
な
幹
線
道
路

で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
道
路
の
役

割
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
埼
玉
県
と
羽
生
市

で
過
日
行
っ
た
近
隣
関
係
住
民
へ

の
説
明
会
で
は
、
出
席
者
全
員
か

ら
閉
鎖
反
対
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
羽
生
市
と

し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

第
一
に
考
え
、
東
武
鉄
道
に
対
し

て
、
踏
切
道
の
存
続
を
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
羽
生
市
体
育
館
及
び
中
央
公
園

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
質
問　

今
年
１
月
に
千
葉
県
野

田
市
で
小
学
４
年
生
の
児
童
が
父

親
か
ら
虐
待
を
受
け
死
亡
す
る
と

い
う
大
変
に
痛
ま
し
い
事
件
が
起

き
た
。
羽
生
市
で
同
様
な
問
題
を

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強

い
思
い
か
ら
、
次
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
羽
生
市
の
過
去
３
年
間
の
児
童

虐
待
の
認
知
件
数
と
内
容
、ま
た
、

児
童
相
談
所
か
ら
市
に
連
絡
が
あ

っ
た
件
数
、
市
か
ら
児
童
相
談
所

に
連
絡
し
た
件
数
に
つ
い
て

②
児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る
通
報
が

市
役
所
に
あ
っ
た
場
合
、
初
動
体

制
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
る

の
か

③
羽
生
市
で
は
、
子
育
て
支
援
課

と
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
情
報

共
有
で
き
る
仕
組
み
は
構
築
さ
れ

て
い
る
の
か

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

①
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
、
平
成

27
年
度
39
件
、
平
成
28
年
度
46
件
、

平
成
29
年
度
69
件
、
今
年
度
は
１

月
末
時
点
で
49
件
で
あ
り
、
平
成

27
年
度
か
ら
本
年
１
月
末
ま
で
の

合
計
２
０
３
件
中
、
多
い
順
に
、

心
理
的
虐
待
が
86
件
、
ネ
グ
レ
ク

ト
が
74
件
、
身
体
的
虐
待
が
34
件

で
あ
る
。
ま
た
、
児
童
相
談
所
か

ら
市
へ
の
連
絡
件
数
は
、
平
成
28

年
度
21
件
、
平
成
29
年
度
36
件
、

平
成
30
年
度
は
１
月
末
時
点
で
28

件
で
あ
り
、
市
か
ら
児
童
相
談
所

に
連
絡
し
た
件
数
は
、
平
成
28
年

度
３
件
、平
成
29
年
度
６
件
、平
成

30
年
度
は
１
月
末
時
点
で
６
件
で

あ
る
。

②
児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
案
の

通
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
児
童

虐
待
に
関
わ
る
全
て
の
市
職
員
が

適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
作
成

し
た
、
羽
生
市
児
童
虐
待
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
対
応
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

③
小
中
学
校
に
通
う
年
齢
の
被
虐

待
児
の
通
告
を
受
理
し
た
場
合
、

学
校
か
ら
情
報
提
供
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
教
育
委
員
会
と
も
情
報

共
有
を
図
る
な
ど
、
情
報
共
有
で

き
る
仕
組
み
は
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
図
書
館
の
乳
幼
児
利
用
に
つ
い
て

北
部
幹
線
に
つ
い
て

野
田
市
の
児
童
虐
待
事
件
を

受
け
て

島
村　

勉 

議
員

中
島 

直
樹 

議
員

北部幹線下踏切



羽生市 ぎ か い だ よ り（９）

・
質
問　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
羽
生
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
現
況
つ
い
て

②
４
つ
の
公
共
施
設
（
中
央
公
民

館
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
市
民
プ
ラ

ザ
・
パ
ー
プ
ル
羽
生
）
の
施
設
運

営
経
費
に
つ
い
て

③
公
共
施
設
の
複
合
化
の
見
解

に
つ
い
て

・
答
弁
（
企
画
財
務
部
長
）

①
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た

「
羽
生
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
に
基
づ
き
、
84
施
設
全
て

に
お
い
て
、
施
設
ご
と
に
維
持
、

集
約
化
、
複
合
化
、
廃
止
等
の
方

向
性
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
施

設
ご
と
に
実
施
時
期
を
示
し
た
10

年
間
の
行
程
表
を
作
成
し
、
財
政

負
担
の
軽
減
・
平
準
化
と
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
維
持
の
両
立
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
羽
生
市
個
別
施

設
計
画
を
平
成
32
年
度
ま
で
に
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
各
施
設
の
運
営
経
費
の
内
訳

は
、
光
熱
水
費
と
清
掃
、
設
備
点

検
、
修
繕
費
、
指
定
管
理
費
等
を

足
し
あ
げ
、
過
去
３
年
間
の
年
間

平
均
施
設
運
営
経
費
は
、
中
央
公

民
館
が
約
１
４
７
０
万
円
、
保
健

セ
ン
タ
ー
が
約
４
０
０
万
円
、
市

民
プ
ラ
ザ
が
約
５
２
０
０
万
円
、

パ
ー
プ
ル
羽
生
が
約
４
５
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

③
現
状
の
動
向
と
す
る
と
、
よ
り

効
率
的
な
維
持
管
理
、
活
用
を
図

り
施
設
の
長
期
利
用
を
推
進
し
、

ま
た
は
機
能
が
類
似
す
る
よ
う
な

施
設
は
、
統
合
、
集
約
化
・
複
合

化
を
行
い
、
そ
し
て
市
民
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
維
持
と
、
安
全
・
安
心

な
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
で
、
市
の
運
営
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。今
後
は
、

公
共
施
設
保
有
量
の
削
減
に
向
け

た
適
正
配
置
の
方
向
性
を
検
討

し
、
公
共
施
設
等
の
個
別
施
設
計

画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン
ド
方

式
）
の
導
入
に
つ
い
て

・
質
問　

太
陽
光
発
電
の
設
置
は
、

農
地
転
用
許
可
が
可
能
な
土
地
で

設
置
が
広
ま
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
太
陽
光
発
電
の
設
置
状
況
に
つ

い
て

②
現
在
の
申
請
状
況
、
今
後
の
設

置
・
申
請
の
見
通
し
に
つ
い
て

③
適
切
な
設
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
効
果
と
市
の
太
陽
光
発

電
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

・
答
弁
（
経
済
環
境
部
長
）

①
羽
生
市
に
お
け
る
設
置
件
数

は
、
５
５
６
件
、
発
電
容
量
は

３
万
７
，６
３
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ

る
。
こ
の
発
電
量
か
ら
設
置
面
積

を
推
計
す
る
と
、約
47　
ha
と
な
る
。

　

地
区
別
の
設
置
状
況
は
、
件
数

別
に
み
る
と
多
い
順
に
井
泉
地
区

１
０
５
件
、
羽
生
地
区
81
件
、
岩

瀬
地
区
74
件
、
ま
た
面
積
別
に
み

る
と
多
い
順
に
、
川
俣
地
区
11 

ha
、
井
泉
地
区
８
ha
、
須
影
地
区

７
ha
と
な
っ
て
い
る
。

②
平
成
30
年
の
農
地
転
用
許
可

申
請
の
状
況
は
、申
請
件
数
16
件
、

転
用
面
積
は
６
・
５
ha
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
設
置
・
申
請
の
見

通
し
は
、
平
成
30
年
の
申
請
件
数

は
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
28
年
と
比

較
し
、
約
６
割
減
少
し
て
い
る
。

面
積
に
つ
い
て
も
、
ピ
ー
ク
時
の

平
成
27
年
と
比
較
し
、
約
２
割
減

少
し
て
い
る
。
設
置
・
申
請
の
見

通
し
は
、
こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま

え
る
と
、
横
ば
い
か
減
少
傾
向
に

転
じ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
て
い
る
。

③
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
以
降
は
、

周
辺
の
生
活
環
境
の
配
慮
に
対
す

る
指
導
を
施
工
前
に
行
え
る
よ
う

に
な
り
、
生
活
環
境
に
配
慮
し
た

施
設
設
置
に
つ
な
が
る
な
ど
、
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い

て
は
市
民
の
生
活
基
盤
と
し
て
環

境
に
十
分
配
慮
さ
れ
て
い
る
限
り

に
お
い
て
は
、
や
む
を
得
な
い
も

の
と
判
断
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
他
の
質
問

・
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
複
合
化
に
つ
い
て

丑
久
保 

恒
行 

議
員

太
陽
光
発
電
の
設
置
状
況
と

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

保
泉 

和
正 

議
員

太陽光発電パネル



羽生市 ぎ か い だ よ り （10）

・
答
弁　

バ
ギ
オ
市
か
ら
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
は
、
英
語
指
導
に
つ
い
て
十
分

研
修
を
積
ん
で
お
り
、
十
分
な
教

育
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

・
質
疑　

友
好
交
流
関
係
協
定
を

提
携
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
ミ
ル

ブ
レ
ー
市
か
ら
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
採
用

に
関
す
る
市
の
見
解
に
つ
い
て

・
答
弁　

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

国
際
交
流
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
市
制
施
行
65
周
年
記
念
式
典

に
際
し
姉
妹
都
市
・
友
好
交
流
関

係
協
定
提
携
都
市
か
ら
代
表
団
を

招
へ
い
し
交
流
を
図
る
。

・
質
疑　

市
制
施
行
65
周
年
記
念

式
典
の
内
容
に
つ
い
て

・
答
弁
（
総
務
部
長
）

　

羽
生
市
政
に
貢
献
さ
れ
た
方
の

表
彰
、
市
内
小
中
学
生
の
楽
器
の

演
奏
や
合
唱
、
第
２
部
と
し
て
姉

妹
都
市
・
友
好
交
流
関
係
協
定
提

携
都
市
と
の
歓
迎
会
を
予
定
し
て

い
る
。

・
質
疑　

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市

か
ら
の
式
典
へ
の
招
へ
い
予
定
に

つ
い
て

・
答
弁　

姉
妹
都
市
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

バ
ギ
オ
市
か
ら
10
名
、ベ
ル
ギ
ー
・

デ
ュ
ル
ビ
ュ
イ
市
か
ら
５
名
、
友

好
交
流
関
係
協
定
提
携
都
市
ア
メ

リ
カ
・
ミ
ル
ブ
レ
ー
市
か
ら
５
名

を
予
定
し
て
い
る
。

　

有
害
鳥
獣
の
駆
除
対
策
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害

相
談
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
捕
獲
か
ら
処
分
ま
で
行
う
た

め
の
機
材
等
の
整
備
を
行
い
鳥
獣

被
害
防
止
計
画
の
策
定
を
行
う
も

の
。

・
質
疑　

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の

内
容
に
つ
い
て

・
答
弁
（
経
済
環
境
部
長
）

　

主
に
次
の
５
項
目
で
あ
る
。

①
対
象
と
す
る
鳥
獣
の
種
類
お
よ

び
計
画
期
間
。
農
作
物
に
被
害
を

及
ぼ
す
鳥
獣
が
対
象
と
な
る
。
平

成
32
～
34
年
度
の
３
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
。

②
農
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
も

と
に
被
害
の
現
状
や
傾
向
を
掲
載

す
る
。

③
計
画
の
最
終
年
度
に
お
け
る
被

害
の
軽
減
目
標
。

④
各
計
画
年
度
に
お
け
る
捕
獲
目

標
頭
数
。

⑤
捕
獲
体
制
や
関
係
機
関
の
役
割

な
ど
被
害
防
止
対
策
の
実
施
体
制
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度
に

つ
い
て
は
、
応
援
し
た
い
ふ
る
さ

と
や
自
治
体
に
寄
附
を
し
た
場

合
、
所
得
税
や
住
民
税
の
還
付
、

控
除
が
受
け
ら
れ
る
制
度
。
多
く

の
自
治
体
で
地
域
の
名
産
品
な
ど

の
お
礼
の
品
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

・
質
疑　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

額
が
減
少
し
て
い
る
が
、
寄
附
金

を
増
や
す
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う

な
返
礼
品
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

・
答
弁
（
企
画
財
務
部
長
）

　

現
在
、
交
渉
中
の
も
の
で
あ
る

が
、
無
農
薬
野
菜
の
収
穫
体
験
、

和
菓
子
屋
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
セ

ッ
ト
等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
寄
附
を
通
じ
て
羽
生

市
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
興
味
を

持
っ
て
羽
生
市
に
お
越
し
い
た
だ

け
る
よ
う
な
事
業
展
開
に
努
め
た

い
。
ま
た
、
多
く
の
寄
附
を
い
た

だ
け
る
よ
う
従
来
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
広
報
の
ほ
か
市
外
へ
広

く
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

○
議
案
第
１
号　

平
成
31
年
度

羽
生
市
一
般
会
計
予
算

　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
や
情
報
提
供
を
充
実
さ

せ
、
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
が

集
え
る
児
童
館
的
機
能
を
付
加
し

た
施
設
を
市
民
プ
ラ
ザ
内
に
整
備

す
る
も
の
。

・
質
疑　

相
談
や
情
報
提
供
の
充

実
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

　

新
た
に
相
談
窓
口
を
設
け
、
催

し
物
や
育
児
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
う
。

・
質
疑　

児
童
館
的
機
能
の
具
体

的
内
容
と
利
用
者
数
の
見
込
み
及

び
子
育
て
支
援
課
と
の
連
携
に
つ

い
て

・
答
弁　

大
型
遊
具
や
知
育
お
も

ち
ゃ
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
、
授
乳
、

お
む
つ
替
え
の
で
き
る
部
屋
な
ど

を
設
置
す
る
。
１
日
30
組
75
名
の

利
用
を
見
込
み
、
子
育
て
支
援
課

と
常
に
連
絡
の
取
れ
る
体
制
で
情

報
共
有
を
行
う
。

　

英
語
教
育
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
32
年
度
か
ら
の
小
学
校

で
の
英
語
教
育
の
必
修
化
に
向
け

て
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
増
員
し
、市
内
全
小
中

学
校
に
常
駐
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、英
語
力
の
充
実
を
図
る
も
の
。

・
質
疑　

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

バ
ギ
オ
市
か
ら
採
用
す
る
理
由
に

つ
い
て

・
答
弁
（
学
校
教
育
部
長
）

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
バ
ギ
オ
市
と

の
親
善
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め

・
質
疑　

リ
ス
ニ
ン
グ
の
教
育
効

果
を
考
慮
す
る
と
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

が
市
の
見
解
に
つ
い
て

　
「
議
案
に
対
す
る
質
疑
」
は
、
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、

質
疑
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
賛
否
の
意
思
決
定
を
す
る
た
め
議
案
の
提

出
者
に
対
し
説
明
や
考
え
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
次
の
議
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

峯
嵜 

貴
生  

議
員

永
沼 
正
人  

議
員

島
村　

勉  

議
員

野
中 

一
城  

議
員

中
島 

直
樹  

議
員
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意
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
同
氏
を
適
任
と

認
め
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

羽
生
市
議
会
で
は
、
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
議
会
の
「
災
害
対

応
方
針
」
及
び
「
災
害
対
策
支
援

本
部
設
置
要
綱
」
を
平
成
31
年
２

月
25
日
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

羽
生
市
議
会
災
害
対
応
方
針
に

つ
い
て
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
際
の
議
会
や
議
員
と
し
て

の
対
応
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
羽
生
市
災
害
対
策
支
援

本
部
設
置
要
綱
に
つ
い
て
は
、
議

会
と
し
て
の
対
応
を
迅
速
か
つ
適

切
に
行
え
る
よ
う
、
災
害
対
策
の

た
め
の
組
織
の
設
置
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
定
め
た
も
の
で
す
。

○
議
案
第
２
号　

平
成
31
年
度

羽
生
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算　

及
び　

議
案
第
７
号

平
成
31
年
度
羽
生
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
費
用
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
40
歳
以
上
の
国

民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
被
保
険
者
を
対
象
に
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
。

・
質
疑　

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
検
査
を
同
時
に
行
っ
た
場
合
、

こ
れ
ま
で
は
両
方
の
検
査
に
対
し

受
診
費
用
の
助
成
を
し
て
い
た

が
、ど
ち
ら
か
一
方
の
検
査
を
助
成

対
象
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

・
答
弁
（
市
民
福
祉
部
長
）

　

今
後
も
継
続
的
に
受
診
費
用
の

助
成
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
助
成

の
あ
り
方
を
検
討
し
た
結
果
、
脳

ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、「
持
病
の

な
い
方
は
、
毎
年
受
診
す
る
必
要

性
は
高
く
な
い
」
と
の
専
門
医
の

意
見
を
踏
ま
え
、
助
成
対
象
を
ど

ち
ら
か
一
方
の
検
査
と
し
た
。

　
　

そ
の
他
の
質
疑

・
議
案
第
１
号
、第
３
号
、第
８
号

　

秋あ
き

本も
と

文ふ
み

子こ

教
育
長
の
任
期
が
３

月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
き
同
氏
を
任
命
し
た

い
と
し
て
市
長
か
ら
同
意
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
投
票
の
結
果
、
適

任
と
認
め
同
意
し
ま
し
た
。な
お
、

秋
本
氏
は
４
月
１
日
付
で
市
長
か

ら
教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
平
委
員
会
委
員
の
熊く

ま

倉く
ら

政ま
さ

雄お

氏
、
西に

し

山や
ま

博ひ
ろ

高た
か

氏
、
春は

る

山や
ま

富と

美み

子こ

氏
の
任
期
が
５
月
31
日
を
も
っ
て

満
了
の
た
め
、
三
氏
を
引
き
続
き

選
任
し
た
い
と
し
て
、
市
長
か
ら

同
意
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
三
氏
を
適
任
と
認

め
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
中な

か

澤ざ
わ

達た
つ

夫お

委
員
の
任

期
が
３
月
29
日
を
も
っ
て
満
了
と

な
る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
選

任
し
た
い
と
し
て
、
市
長
か
ら
同

柳
沢　

暁  
議
員

教
育
長
の
任
命
に
同
意

公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

「
羽
生
市
議
会

災
害
対
応
方
針
」等

を
制
定

※
６
月
定
例
市
議
会
の
日
程
は
、
６
月
19
日
（
水
）
に
開
催
予
定
の
議
会
運

営
委
員
会
で
正
式
に
決
ま
り
ま
す
の
で
、
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

６
月
定
例
市
議
会
は
、
左
記
の
よ
う
な
日
程
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
定
例
市
議
会
の
ご
案
内

７
月
５
日

７
月
４
日

７
月
３
日

７
月
２
日

７
月
１
日

６
月
30
日

６
月
29
日

６
月
28
日

６
月
27
日

６
月
26
日

～
６
月
22
日

６
月
21
日

月　
日

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 ～ 土 金 曜
日

午
前
９
時
30
分

午
前
９
時
30
分

午
前
９
時
30
分

午
前
９
時
30
分

午
前
９
時
30
分

午
前
９
時
30
分

時　
刻

本
会
議
最
終
日
（
閉
会
）

事
務
整
理
の
た
め
休
会

各
常
任
委
員
会

本
会
議
（
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
）

休
日
の
た
め
休
会

本
会
議
（
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
）

本
会
議
（
議
案
に
対
す
る
質
疑
、

　
　
　
　

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
）

議
案
調
査
等
の
た
め
休
会

本
会
議
初
日
（
開
会
）

内　
　
　
　
容
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●議決結果の公表について
　議会改革の一環として、「市民に明確な意思表示をする」という目的のもと、議員自らの考えを分かりやすく
市民に示す手段のひとつとして、各議員の表決結果を掲載しています。

薫風会…薫風　拓政会…拓政　公明党…公明　日本共産党…共産　無会派…無派　【賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠】

平成31年３月定例会　審議案件と結果

議案
番号 議　　案　　名

薫風 拓政 公明 共
産

無
派

無
派

審議
結果

本
田　

裕

峯
嵜
貴
生

永
沼
正
人

奥
沢
和
明

根
岸
義
男

松
本
敏
夫

丑
久
保
恒
行

島
村　

勉

保
泉
和
正

野
中
一
城

斉
藤　

隆

柳
沢　

暁

阿
部
義
治

中
島
直
樹

市長提出議案
第１号 平成31年度羽生市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

× ○ × 原案可決
第２号 平成31年度羽生市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
第３号 平成31年度羽生都市計画下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
第４号 平成31年度羽生市中小企業従業員退職金等共済事

業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第５号 平成31年度羽生市住宅資金貸付事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第６号 平成31年度羽生市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
第７号 平成31年度羽生市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
第８号 平成31年度羽生市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
第９号 平成30年度羽生市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第10号 羽生市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第11号 羽生市子ども・子育て支援会議条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第12号 羽生市廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例

の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第13号 羽生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決
第14号 羽生市企業立地促進条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第15号 羽生市工場立地法地域準則条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第16号 羽生市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管

理者に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第17号 埼玉医療生活協同組合羽生総合病院の新病院建設
支援基金条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第18号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第19号 市道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第20号 平成30年度羽生市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
第21号 羽生市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条

例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

第22号 羽生市教育委員会教育長の任命につき同意を求め
ることについて ※注１ ※注１ 同　意

第23号 羽生市公平委員会委員の選任につき同意を求める
ことについて（1） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

第24号 羽生市公平委員会委員の選任につき同意を求める
ことについて（2） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

第25号 羽生市公平委員会委員の選任につき同意を求める
ことについて（3） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

第26号 羽生市固定資産評価審査委員会委員の選任につき
同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

※注１　 投票結果　賛成12票、反対１票

　

平
成
31
年
２
月
６
日
、
羽
生
市

中
学
生
議
会
が
市
議
会
議
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
学
生
議
会
は
、
未
来
を

担
う
生
徒
た
ち
に
、
議
会
政
治
の

仕
組
み
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
市

政
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
市
内
３
中
学
校
か
ら

23
名
の
中
学
生
議
員
が
出
席
し
ま

し
た
。
議
会
は
３
部
構
成
で
、
各

部
ご
と
に
議
長
を
交
代
し
な
が
ら

議
事
を
進
め
ま
し
た
。　

　

そ
の
中
で
、
９
名
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
中
学
生
議

員
は
、
日
ご
ろ
疑
問
に
感
じ
て
い

る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
思
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
質
問
に
対
し
、
市
長

及
び
各
部
長
が
、
市
の
現
状
や
取

り
組
み
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し

な
が
ら
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

羽
生
市
中
学
生
議
会
を

開
催
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●議決結果の公表について
　議会改革の一環として、「市民に明確な意思表示をする」という目的のもと、議員自らの考えを分かりやすく
市民に示す手段のひとつとして、各議員の表決結果を掲載しています。

さつき会…さつき　拓政会…拓政　公明党…公明　令和…令和会　日本共産党…共産　無会派…無派
【賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除】

令和元年第１回臨時市議会
審議案件と結果

議案
番号 議　　案　　名

さつき 拓政 令和 公明 共
産

無
派

無
派

無
派

無
派

審議
結果松

本
敏
夫

丑
久
保
恒
行

島
村　

勉

保
泉
和
正

江
原
博
之

西
山
丈
由

増
田
敏
雄

野
中
一
城

斉
藤　

隆

柳
沢　

暁

中
島
直
樹

峯
嵜
貴
生

新
井
貫
司

斉
藤
万
紀
子

市長提出議案

第27号 専決処分の承認を求めることについて（1）
（羽生市税条例等の一部を改正する条例） ○ ○

議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○○ ○ ○ 承　認

第28号 専決処分の承認を求めることについて（2）
（羽生市都市計画税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ 承　認

第29号 専決処分の承認を求めることについて（3）
（羽生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ 承　認

第30号 専決処分の承認を求めることについて（4）
（羽生市介護保険条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ 承　認

第31号 令和元年度羽生市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ 原案可決

第35号 羽生市清掃センター焼却施設バグフィルター・減
温塔更新工事請負契約の締結について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×○ × × 原案可決

第36号 羽生市監査委員の選任につき同意を求めることに
ついて ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ 同　意

※第32号～第34号は、議会に提出しないこととなったため、欠番となりました。

　

羽
生
市
を
含
む
県
内
15
市
で
構

成
す
る
都
市
競
艇
組
合
の
収
益
金

の
一
部
は
、
毎
年
構
成
各
市
に
交

付
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

●
６
月
13
日（
木
） 

～ 

16
日（
日
）

　 【
週
刊
大
衆
杯
】（
都
市
）

●
６
月
27
日（
木
） 

～ 

30
日（
日
）

　【
関
東
専
門
紙
カ
ッ
プ
】

　
　
　
　
　
　
　
　（
戸
田
）

● 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

 

（
戸
田
競
艇
場
）

※
都
市
… 

埼
玉
県
都
市
競
艇 

組
合
主
催

※
戸
田
…
戸
田
競
艇
企
業
団
主
催

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

▪ 

開
催
日 

▪

▪ 

会　
　

場 

▪

　

加
須
市
・
羽
生
市
水
防
事
務
組

合
は
、本
市
及
び
加
須
市
で
組
織
し
、

利
根
川
及
び
渡
良
瀬
川
の
水
防
に

関
す
る
事
務
を
共
同
で
取
り
組
ん

で
い
る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。

　

こ
の
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
本
会
議
に

お
い
て
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
方
々
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

▽
同
組
合
規
約
第
６
条
の
規
定
に

よ
る
議
員

　
　

野の

中な
か　

一か
ず

城し
ろ 

氏

　
　

保ほ

泉ず
み　

和か
ず

正ま
さ 

氏　

　
　

西に
し

山や
ま　

丈た
け

由よ
し 

氏

▽
同
組
合
規
約
第
６
条
た
だ
し
書

き
の
規
定
に
よ
る
議
員

　
　

西に
し

田だ　

哲て
つ

三ぞ
う 

氏

　
　

髙た
か

瀬せ　

浩ひ
ろ

一い
ち 

氏

　
　

斉さ
い

藤と
う　

建け
ん

一い
ち 

氏

加
須
市
・
羽
生
市
水
防
事
務

組
合
議
会
議
員
の
選
挙

　

羽
生
市
議
会
で
は
、
本
会
議
の

傍
聴
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
市

役
所
５
階
で
受
付
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
（
一

般
席
48
席
）
で
き
ま
す
。
ま
た
、

常
任
委
員
会
の
傍
聴
（
６
席
）
も

実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
開
催

日
等
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
気
軽

に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
８（
５
６
１
）１
１
２
１

（
内
線
）５
１
３

◆
傍
聴
に
つ
い
て



　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
議
案
５
件
で
し
た
。

　

議
案
第
１
号
平
成
31
年
度
羽
生

市
一
般
会
計
予
算
の
審
査
で
は
、

商
工
費
に
お
い
て
「
世
界
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
さ
み
っ
と
in
羽
生
開
催
事

業
交
付
金
２
１
０
０
万
円
に
つ
い

て
伺
う
。」
と
の
質
疑
に
対
し
て

「
来
年
度
は
10
回
目
の
節
目
の
開

催
と
な
る
。
10
年
の
歴
史
に
対
し

て
感
謝
を
表
現
す
る
ス
テ
ー
ジ
構

成
や
友
好
交
流
宣
言
に
基
づ
き
、

特
産
品
や
伝
統
芸
能
な
ど
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

交
付
金
２
１
０
０
万
円
を
上
限
額

と
し
て
、
内
容
を
充
実
さ
せ
て
開

催
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
９
号
平
成
30
年

度
羽
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第

５
号
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
教

育
費
に
お
い
て
「
新
郷
第
二
小
学

校
屋
内
運
動
場
改
修
工
事
に
つ
い

て
、
国
庫
補
助
で
あ
る
学
校
施
設

環
境
改
善
交
付
金
の
補
助
対
象
と

補
助
対
象
外
の
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。」
と
の
質
疑
に
対
し
て
「
補

助
対
象
と
し
て
、
非
構
造
部
材
の

耐
震
対
策
で
あ
る
、
天
井
材
の
落

下
防
止
ネ
ッ
ト
の
設
置
、
照
明
器

具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
を
実
施
す
る
。

補
助
対
象
外
と
し
て
、
玄
関
ス
ロ

ー
プ
の
設
置
、
ス
テ
ー
ジ
の
国
旗

掲
揚
バ
ト
ン
の
改
修
を
実
施
す

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
審
査

の
結
果
、
付
託
議
案
５
件
は
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
議
案
16
件
で
し
た
。

　

議
案
第
１
号
平
成
31
年
度
羽
生

市
一
般
会
計
予
算
の
審
査
で
は
、

民
生
費
に
お
い
て
「
児
童
館
的
機

能
を
有
す
る
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
を
市
民
プ
ラ
ザ
内
に
整
備
す
る

と
い
う
事
だ
が
、
施
設
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。」
と
の
質
疑
に
対

し
て
「
子
ど
も
達
が
楽
し
く
遊
べ

る
よ
う
、
大
型
遊
具
や
、
知
育
お

も
ち
ゃ
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

絵
本
コ
ー
ナ
ー
、軽
食
ス
ペ
ー
ス
、

ま
た
、
授
乳
や
お
む
つ
替
え
の
出

来
る
部
屋
や
、
子
育
て
に
関
す
る

相
談
が
で
き
る
窓
口
な
ど
も
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
防
音

ガ
ラ
ス
を
新
た
に
設
置
す
る
な

ど
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
６
号
平
成
31
年

度
羽
生
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
の
審
査
で
は
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
の
さ
ら
な
る
普
及
・
啓
発
の

た
め
、
新
た
に
運
営
補
助
金
を
交

付
す
る
と
の
事
だ
が
、
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。」
と
の
質
疑
に
対
し

て
「
介
護
予
防
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
活
動
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
で
、
会
場
の
使
用
料
、

光
熱
費
や
、
消
耗
品
、
備
品
の
購

入
費
な
ど
で
あ
る
。
金
額
は
、
参

加
者
１
人
に
つ
き
年
間
千
円
、
１

会
場
あ
た
り
５
万
円
を
上
限
と
し

て
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
審
査

の
結
果
、
付
託
議
案
16
件
は
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　（14）羽生市 ぎ か い だ よ り

総

務

文

教

　

委

員

会

各
常
任
委
員
会
の
経
過

都

市

民

生

　

委

員

会

審査結果を報告する保泉委員長

審査結果を報告する島村委員長

❖ 羽生市議会のホームページを開設しています。羽生市のホームページからアクセスできます。 羽生市議会 検 索

３
月
定
例
市
議
会
傍
聴
者
数

　

２
月
25
日
・
・
・　

３
人

　

３
月
４
日
・
・
・　

１
人

　
　
　

５
日
・
・
・　

34
人

　
　
　

６
日
・
・
・　

20
人

　
　
　

20
日
・
・
・　

１
人

　
　
　
　

計　

59
人
で
し
た
。

常
任
委
員
会
傍
聴
者
数

　

３
月
８
日
・
・
・　

１
人

　
　
　

11
日
・
・
・　

０
人

　
　
　

12
日
・
・
・　

０
人

　
　
　

13
日
・
・
・　

１
人

　
　
　
　

計　

２
人
で
し
た
。

ご
意
見
な
ど
を

　
議
会
広
報
委
員
会
ま
で

☎
０
４
８（
５
６
１
）１
１
２
１

（
内
線
）
５
１
３

《
議
会
広
報
委
員
会
》

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

島
村
　
勉

中
島
直
樹

斉
藤
　
隆

峯
嵜
貴
生

松
本
敏
夫


